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急災

件
数

常
設
消
訪
発
足
し
て
最
高
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i
i春
の
火
災
予
防
混
紡
が
二
月
十
九
誌
か
ら
一
一
一
月
十
三
詰
ま
で
行
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わ
れ
ま
す
が
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こ
の
運
動
に
さ
き
が
け
、
本
狩
の
胞
昨
年
一
年
i
:
A
V
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i関
の
火
災
件
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数
象
品
作
掛
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が
ま
と
ま
号
ま
し
た
の
で
お
知
ら
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:
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i
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一
樹
胸
り
火
の
尽
心
安
お
緩
い
し
ま
ず
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42琴月初火災イキ欽

四
時
火
災
に
つ
い
て
見
る
と
、
総

務
の
火
災
十
八
件
、
林
瞬
間
点
災

二
十
一
件
、
そ
の
他
の
火
災
滋

件
と
発
生
件
数
が
四
十
間
体
主

一
叫
昨
年
に
比
べ
て
一
一
十
周
件
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

向
同
分
の
k
こ
ろ
で
は
火
災
な
細
胞

容
な
い
と
い
う
然
終
合
持
っ
て

い
れ
ば
、
い
ず
れ
も
米
終
に
附
仰

げ
た
も
の
ば
か
れ
ツ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
滋
然
が
総
燥
し

強
風
の
日
が
続
き
ま
す
の
で
、

火
の
元
に
は
十
分
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。
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交
通
事
散
の

出
動
盟
十
六
%

救
急
業
務
段
、
協
和
問
間
十
一

年
八
島
に
数
急
準
を
購
入
し
て

閥
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
臨
時
年
の

衝
動
し
た
間
同
数
泳
三
吉
七
十
八

件
の
多
く
な
数
え
、
一
日
平
均

一
体
鳥
取
と
な
ゥ
て
お
争
ま
す
。

そ
の
ゆ
で
盤
常
務
に
前
期
療
品
唱
歌

俊
樹
概
数
総
た
ど
に
後
滋
し
れ
ん
件

数
紙
、
三
日
自
二
十
一
一
一
紳
げ
で
、
後

鴨
端
惜
喰
品
棋
に
よ
る
出
削
融
制
か
一
幾
多

く
夜
渓
十
引
終
で
舎
内
体
的
問
間
十

六
パ

i
セ
Y
ト
を
お
め
て
お

P

ま
す
。次

に
多
い
の
が
掛
照
時
酬
に
よ
る

も
の
で
世
間
二
十
件
、
三
十
九
パ

ー
セ
Y
ト
と
な
っ
て
お

p
ま
す

こ
の
主
う
に
骨
組
急
事
故
が
多

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
藷
の
議
覧

動
融
業
世
間
員
選
挙
人
名
簿
が
、

}
同
月
十
六
日
の
滋
犠
管
糊
極
姿
島
民

会
で
繍
製
寄
れ
ま
し
た
。

明
締
本
人
名
簿
の
糊
欄
酬
純
は
、
本

年
一
月
…
日
明
叩
犯
で
、
中
8

アー

ル
以
上
の
燦
仙
嶋
敬
組
制
作
し
て
い

る
翁
で
、
学
問
、
約
六
十
詞
以

上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
主

と
、
一
一
一
月
五
十
日
浅
滋
で
鎌
一
一

十
才
以
上
に
な
る
と
と
の
二
つ

の
挺
件
た
具
備
し
て
い
る
者
を

登
録
す
る
と
主
民
な
っ
て
い
ま

す。選
挙
管
議
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ら
の
努
叙
さ
れ
た
常
務
穫
に

議
づ
き
欄
偶
然
を
行
な
っ
た
も
の

で
ナ
。

ζ

前
財
務
た
に
棚
締
製
さ
れ
た
浴

券
人
名
簿
h
g
z
u
月
二
十
一
品
目
か

ら
十
蕊
誌
側
閥
、
殺
事
ん
に
お
閥
均

せ
い
た
し
ま
す
。
臨
時
開
聞
は
、
入

臨
時
一
品
十
分
か
ら
笈
臨
吋
ま
で
で
、

ム
ム
輯
階
、
詩
醐
鴨
緑
に
か
か
わ
ら
ず

役
場
又
は
、
支
部
m
で
行
な
A
V

て

れ
る
篭
気
設
備
工
事
〈
関
野
電

気
工
事
K
K
〉
怨
調
設
備
エ
宮
市

ハ
日
食
工
事
K
K〉
衛
生
抽
脱
出
欄

工
務
ハ
岡
本
電
畿
ヱ
梁
w
A
K
〉

の
各
繁
期
制
と
地
問
負
制
問
仙
判
官
綴
絞

ず
る
こ
と
に
巾
い
て
、
一
月
二

十
滋
uH
の
鰯
降
級
会
で
総
決
意

れ
ま
し
た
。

お
h

ツ
ま
ナ
。

議
録
申
叩
鵠
閥
晦
踏
を
樹
開
山
附
し
た
祭

器
摘
を
償
む
方
は
、
必
ら
ず
こ
の

期
防
に
自
分
の
名
前
が
載
っ
て

い
る
か
を
務
か
め
て
く
だ
さ

3

0

 
縦
覧
鎖
倒
を
経
た
選
挙
人
名

簿
は
、
一
二
月
三
十
琵
に
確
定
さ

れ
、
間
月
二
十
九
認
で
任
制
期
総

了
と
な
る
最
栄
養
魚
会
祭
同
県
の

溶
接
に
刷
用
い
る
乙
と
に
な

F
ま

す。
い
ザ
れ
の
噛
地
神
事
も
同
時
じ
で

ナ
が
、
明
蹄
総
人
名
鯵
に
後
制
蹄
寄

れ
ず
、
い
な
け
れ
ば
設
耐
酬
は
で
者

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
制
刑
制
問
申
・
に

曲
離
か
め
て
く
だ
き
い
。
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住

二
十
六
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r
t
、一

夜
得
税
め
確
凶
此
ゆ
北
荷
主
、
と

…
れ
に
伴
う
納
税
を
一
一
月
十
六
終

十
か
ら
…
一
一
月
十
五
日
ま
で
制
緩
税
務

島
知
で
行
な
っ
て
お
与
ま
す
が
、
町

錯
で
は
住
民
制
棋
の
由
時
銭
箱
談
、
受

見

付

、

お

よ

び

護

主

内

事

菜

料
税
の
申
告
翌
訟
を
万
一
…
十
六

州M
U

H

か
ら
各
柏
崎
区
別
に
行
な
い
ま

附

す

む

寸
仲
開
険
制
棋
の
申
告
制
相
談
及
び
交

品
川
は
お
淡
の
刊
日
制
制
で
行
な
い
ま

一
す
が
、
府
管
制
州
制
棋
が
近
づ
き
ま

…
す
主
役
場
税
務
議
の
綿
織
お
で
は

…
例
年
大
変
滋
銭
し
ま
す
の
で
綴

…
務
。
の
ゆ
告
担
相
談
会
場
合
制
抑
制
利

一
期
容
れ
浮
仏
却
に
ゆ
告
を
お
務
ま

せ
下
さ
い
。

掘
鶴
港
会
溺
綴

二
月
十
六
詞
1
叫
一
一
月
十
}
説
得

山
港
、
制
崩
際
出
H
に
車
検
察
念
総
出
闘

し
ま
せ
ん
と
基
媛
抽
出
像
以
外
の

同
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住民税申告相談話組表

の
串か

ら
地
区
別
に
開
催

各
種
鐙
臨
闘
が
市
靖
国
崩
事
れ
な
い
場

合
も
あ
9
ま
す
の
で
吻
必
ず
倒
閣

淡
海
に
由
昭
会
し
て
下
き
い
。

閥
醐
常
務
嚇
擦
を
緩
山
山
し
な
け
れ

ば
同
な
ら
な
い
方
。

開
暗
殺
加
悶
十
…
一
一
年
一
月
一
円
蹟
務

在
当
酔
叫
に
酷
刷
仲
試
し
総
称
ハ
附
階
級

間
関
十
二
年
)
中
に
務
部
狩
り
あ
勺

れ
ん
方
。
た
だ
し
、
問
間
後
が
{
ケ

部
川
の
勤
務
先
か
ら
品
関
与
所
得
だ

け
で
特
別
蹄
慨
歎
さ
れ
る
方
、
又

は
所
得
議
の
機
緩
申
告
勘
慣
を
税

務
署
に
袋
線
寄
れ
た
方
に
つ
い

て
は
由
申
告
の
必
要
が
あ
事
堂
後

ん。
な
お
、
由
忠
商
惜
需
を
祭
出
向
す
る

と
量
以
、
次
の
と
と
に
持
再
議
し

て
で
古
い
。

申
告
察
の
草
場
ぴ
者
を
よ
〈
鞠
叫

ん
明
、
で
き
る
だ
け
記
入
し
て
骨
子

容
い
の

も
兼
ね
て
お
れ
ジ
ま
す
め
で

あ
ら
か
じ
め
往
孫
、
災
各
‘
往

年
月
際
、
依
命
保
険
料
控
除
‘

技
終
州
出
品
開
燃
移
は
か
な
ら
ず
記

入
し
て
、
出
柑
然
記
次
の
樹
園
嗣
酬
を

ど
持
参
下
さ
い
。

闘
臨
様
相
調
総
体
開
発
時
百
脚
惜
の
絞
欄
間
嚇
欝

欄
欄
開
問
絞
出
向
控
除
H
間
際
的
へ
の
文

相払綿税制帆悦眠

麟
麟
径
九
四
保
険
料
控
除
詩
爆
国
持
制
臨

時
間
牧
銭
円
鴻
十
二
年
ゃ
に
支
払

し
た
も
の
)
、
間
同
品
州
銀
人
殺
字
削
帆

臨
醐
役
一
命
保
検
制
円
相
関
脇
郎
副
係
険
制
抑

制
払
込
糊
織
的
棋
器
科
又
は
通
崎
駅

隊
小
樹
刷
機
器
線
拡
断
、
水
稲
災
噛
官
叫
獄

算
腕
組
除
草
品
内
W

抑
制
腕
合
の
夜
間
関
門

今
年
は
由
持
加
耕
助
協
渓
に
よ
り
刊
誌

託
時
間
不
湾
総
の
た
め
悶
糊
人
胸
骨
に

終
山
闘
し
て
下
さ
い
〉

醐
隣
臨
純
潔
用
扇
動
車
工
田
義
理
閉
ま

た
は
、
納
税
同
開
牧
町
拡

欄
欄
動
力
ふ
ん
か
拙
稿
、
援
物
乾
燥

段
、
搾
乳
談
話
絞
殺
潮
岬
の
柑
世
間
関

欄
幽
土
地
改
良
絞
輪
開
金
総
除
H
土

仙
川
改
良
区
白
夜
開
問
〈
学
資
制
問
土

織
改
良
区
該
当
分
に
つ
い
て
は

不
議
〉

隊
小
作
劇
科
州
側
徐
|
地
主
へ
母
支

払
銭
的
世
簸

な
お
、
関
陣
内
抽
機
蹴
倒
誕
件
後
加
入

晶
体
格
の
方
は
臨
防
相
持
が
た
く
主
も

出
期
比
例
議
止
を
掴
提
出
出
し
ま
す
主
悶
槻
災

時
陀
際
保
険
制
棋
が
液
舗
網
さ
れ
ま
す

の
で
も
れ
な
く
期
後
し
て
下
書

、a
oそ

の
絵
、
ザ
小
切
の
お
削
減
税
務

総
狩
…
強
制
査
係
門
前
山
辺
終
日
…
一
…

一
内
線
M
M
殺
)
へ
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

課
税
台
援
を
見
ま
し
ょ
う

一
一
一
見
一
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で

閉
暗
殺
間
間
十
…
一
一
年
放
の
閉
経
融
持

獲
税
ハ
却
酔
索
引
計
開
附
税
〉
仲
州
、
附
悶

伺
刀
に
総
裁
令
書
が
関
き
ま
ナ
が

と
れ
に
書
き
が
け
、
課
税
会
開
慨

を
一
一
一
線
月
一
刻
か
ら
一
一
十
一
宮
町

制
聞
に
お
み
俳
句
し
ま
す
、

自
分
の
附
側
出
品
災
絞
り
緩
儲
は

ど
の
〈
ら
い
に
な
っ
て
い
る
か

ま
た
、
臨
昨
年
中
に
家
段
、
ホ
仙
嶋

崎例制却協
A
殺
に
薬
品
却
の
あ
っ
た
品
々

な
ど
は
、
ぜ
ひ
と
め
機
会
に
緩

め
て
く
だ
寄
い
。
も
し
こ
の
会

信
組
に
畿
録
寄
れ
れ
山
鎖
骨
輸
に
不
開
聞

が
あ
れ
ば
、
一
一
一
万
一
ぷ
十
箆
ま
で

に
文
惑
で
町
の
開
閉
濯
脂
質
緩
務
官
就

後
険
会
九
簿
登
山
U

鵠
開
求
を
す
る

と
と
が
で
き
ま
す
。

翻臨時間開
午
線
入
品
吋
一
一
一
十
分
か
ら
午
後

五
時
吋
ま
で
。
た
だ
し
、
ム
品
、

口
財
閥
騨
お
及
び
祭
混
同
叫
午
教
的
中

で
ず
。

槻
臨
場
所

我
孫
子
町
役
務
、
た
だ
し
、

三
月
十
一
お
Z
Eナ
ヌ
日
ま
で

は
湖
北
玄
関
問
、
十
出
間
関

t十

六
E
ま
で
は
布
後
笈
滋
で
そ

れ
ぞ
れ
み
る
と
之
が
明
、
き
ま

す。な
お
唱
糊
榔
税
面
相
準
績
は

lz

仙
捕
に
つ
い
て
は
筒
、
制
聞
な
ど
の

践
柏
崎
に
つ
い
て
は
繕
陸
、
出
血
諮

問品
M

汁
の
名
柏
崎
、
山
林
、
師
陣
眠
軒
な

ど
に
つ
い
て
は
前
年
波
の
緩
我

然
繁
穏
に
固
定
紫
塗
畿
が
て

ご
位
断
、
都
市
計
震
裁
捻
一
、
六

位
闘
し
た
も
の
で
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ら
な
乗
じ
て

評
鏑
績
に
議
し
た
も
の
は
、
開
昨

錨
綴
で
揖
酷
割
拠
さ
れ
ま
す
。
家
間
棋

に
つ
い
て
は
、
前
年
度
主
謝
抗
争

為
争
ま
せ
ん
。

恥
出
怒
れ
な
く

-
A鰐
)

住
民
異
動
属
は

器
付
書
を
忘
れ
ず
に

1綴J:')豊35銭tJI1Ql電11¥1:恕哲島す

絞
阻
民
築
家
会
開
戦
山
間
耐
棋
は
、
附
昨

年
十
ゴ
だ
か
ら
実
徳
き
れ
て
お

や
ま
ず
。

ζ
の
州
制
度
に
品
甘
い
各

還
の
務
総
は
、
仲
棋
院
拘
醐
偶
数
療
に

よ
れ
ソ
手
続
き
さ
れ
る
よ
う
に
な

ち
ま
し
た
。

ど品
mh聞
の
よ
う
に
、
骨
刊
で
各

職
憾
の
事
情
知
安
行
な
う
場
合
、
皆

さ
ま
mw
…
総
出
向
ふ
ん
絞
陣
内
合
相
慨
を
基

本
に
し
て
鈴
磁
容
れ
る
も
の
で

ゐ
争
、
そ
の
出
口
絡
は
、
殺
に
五

篠
に
後
描
糊
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば

な
ち
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
嵐
山
州

は
、
各
仲
間
品
唱
に
し
た
が
q
て
偲

々
に
対
象
主
な
る
絞
魁
的
役
蛸
附
録

し
て
い
た
た
め
、

k
も
す
る
と
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3f1l58 (余〉 • 然、釜本、寝室fUl

く
い
ち
が
い
が
起
る
場
合
も
あ

争
、
ま
た
皆
さ
ま
が
出
干
に
候
所

を
後
制
民
す
る
務
会
で
あ
っ
て
も

と
れ
に
伴
い
各
綴
ハ
別
措
伸
明
、
際

保
、
年
金
、
回
出
品
開
な
Y
M
V

舟
篠

山
仰
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

たお
と
う
し
た
綴
わ
し
い
季
出
腕
舎

を
一
泌
す
る
た
め
に
、
会
相
棋
の

蛤
脱
会
を
剛
悶
り
、
そ
め
開
楢
山
山
を
住

民
異
動
だ
け
で
w
閉
ま
崎
町
る
よ
う

に
し
た
も
m
り
で
す
。

ζ

の
よ
う
に
事
務
改
務
会
滋

ル
刊
に
よ
れ
ソ
、
今
後
に
起
る
各
時
鳴

の
附
締
出
凶
叶
伸
、
す
べ
て
住
弐
異
議

題
に
よ
れ
ツ
総
合
受
付
す
る
よ
う

に
な
ち
ま
し
た
。
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そ
ζ

で
、
己
的
手
納
腕
舎
に
あ

た
っ
て
は
、
隠
同
議
制
畑
〈
炉
職
人

殺
山
向
、
転
脱
出
、
役
務
出
底
討
式
等
》

に
添
付
す
る
骨
潤
類
が
倒
的
表
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
と
れ
ら
を
総
出
関
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
も
し
滋
付
な




